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論文の内容の要旨
　本研究はタイ国のコラット平原西縁およびタイ国東部に広く分布する古生代の石灰岩体について，系統的な岩
相層序とフズリナ生層序の研究をはじめて総括的に行ったものである。研究地域はインドシナブロックの西縁を
占め，この地域の炭酸塩の堆積環境は基本的にパノックカオプラットフォーム（以下PKプラットフォーム）とカ
オクワンプラットフォーム（以下KWプラットフォーム），そしてその間を占めナナムドク盆地に区分されている。
本研究ではこの地域およびタイ国東部サケオ地域内の7地域の層序と堆積相を解析し，さらにこれらの地域の亙2
産地からの218の石灰岩試料についてフズリナ化石を生層序学的に検討した。その結果PKプラットフォームで次
の10の化石帯が認定された；Ear1yGzhe1ianτ7枕ゴ左g∬鮒α7ゴω∫Z㎝e，M1dd1eGzhe1ian惚〃肋∫舳6〆o舳肋∫∫g〆伽ぬ
Zone，Late　Gzhe亘ian　P∫2〃oヵ〃伽αsp．A－P∫θ〃oヵ醐伽αsp．B　Zone，Latest　Gzhe1ianβo∫妙施脇ZZαc£ろ03妙ね〃θ舳ゐZoΩe，
Midd1e　Asse1ian　S助αθ〆o∫肋〃昭θ7ケ舳∫助αθ枕α一P∫θ〃086乃ω昭〃舳例〃o昭伽〃8ゴ∫一Pぴκo肋∫ねZone，Late　Asse1ian
Ro肋∫去o∫6ん〃αgθフ伽α一助んα〃o∫6ん〃αgθκ加α功肋〃ゴωgをα5Zone，Yahtashian　C肋Z〃05肋ωαg〃加α〃〃なαれ∫Zone，Bo丑ori鋤
〃M肋αfθ舳伽ゴZone，Kubergandian〃細脇αoo〃∫ZoΩeおよぴE班1yM岨gabiaη丹θ∫〃刎α肋舳鮒〃昭α犯8郷おZoneであ
る。またKWプラットフォームで助肋θダ036伽昭θ伽α∫肋榊o加Zone，灰o5鮒o∫肋〃螂伽αsp．BZone，肋側6肋螂伽α
脇〃oゴZone，CoZα肋6oω脆タルo∫ε肋αgθ伽〃似由かS舳励伽αsp．Zoηe，Co肋肋∂o〃疵肋Z㎝eの5つのペルム紀化石帯
が設定された。サケオ地域ではCoZα肋∂o〃o乞肋Z㎝eと五ψ∂o伽α舳肋∫ψ肋〃召肋o伽伽〃o伽汲ゴZ㎝eの2つの
中期ペルム紀後期の化石帯が認められた。また本研究では39属78種のフズリナ類の詳細な記載を行った。
　PKおよびKWプラットフォームでの炭酸塩相による堆積環境は陸棚ラグーン，プラットフォームサンド，前礁
斜面，陸棚縁辺の4つのタイプに区分できる。サケオ地域では，前礁斜面および陸棚縁辺環境が認められた。タ
イ国のインドシナブロックの西縁に見られるフズリナ類の属数は，PKプラットフォームでは申期石炭紀
（Bashk辻1an）から前期ペルム紀（Yahtashian）に多いのに対し，KWプラットフォームでは中期ペルム紀（Bo1orian
toM1dian）に多い。中期ペルム紀後期のフズリナ類はサケオ地域において多様度が高い。このような2つのプラッ
トフォームでの異なるタイミングでの炭酸塩相の発達から判断して，PKプラットフォームの形成は前期石炭紀に
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始まり，後期石炭紀から中期ペルム紀にかけて最高に達した。それに対しKWプラットフ才一ムでは前期から中
期ペルム紀に，さらにサケオ地域では中期ペルム紀後期（Midian）にフズリナ類が厚く成層した炭酸塩シークエ
ンスが形成されたと考えられる。さらにサケオ地域における炭酸塩の露出はPKおよびKWプラットフォームとは
地理的・層序的に孤立していることから，これらのプラットフォームとは別の起源（古生物地理的地域）の堆積
物であると考えられる。
審査の結果の要旨
　本研究はタイ国インドシナブロックの西縁沿いに広く分布している古生代炭酸塩岩類中の石灰岩層序や堆積相
解析を行い，フズリナ類の詳細な生層序学的研究を行ったものである。本論では数千枚の薄片に基づく炭酸塩岩
類の顕微鏡観察を行い，堆積相を区分し，さらにフズリナ類39属78種について記載し，これらの国際的な精度で
の化石帯年代と古生物地理学的な評価を行った。本研究によ一り，2つの巨体プラットフォームとそれに挟まれた
堆積盆から後期石炭紀から中期ペルム紀最後期に17のフズリナ化石帯を確立した。さらにこれらのフズリナ群集
の古生物地理的評価と炭酸塩の堆積相解析に基づいて，従来近接した地域の海台石炭岩体とされていたものを，生
物地理学的に起源の異なる年代の石灰岩体がテクトニック的に接合していることを示した。このようなフズリナ
化石に基づく古生物学的な研究はインドシナブロックのテクトニクスや地史的変遷を考察するうえで国際的に非
常に大きな貢献をしたものである。さらに本論はタイ国の古生代末期のフズリナ化石類を総括的に検討し国際精
度で年代と対比を行ったタイ国研究者として初めての研究でもあり，その努力と研究成果は高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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